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(9) 職業調べ

体験先が決定したら、その事業所の職業について、コンピュータ室や図書室で調べた。

(10) 履歴書作成

今年度より事前訪問に「履歴書」を持参し

て、どんな生徒が当日に来るのか、分かりや

すいようにした。また、その生徒を知っても

らうため、以下の内容を記載した。

① 氏名

② 生年月日

③ 学歴

④ 免許・資格・表彰など

⑤ 自己ＰＲ

⑥ 働くことについて

所属する部活動や好きな教科なども記入させ

るとよかったかもしれない。

今回、はじめての試みで思わぬ結果もあっ

。 、「 」 、た それは 自己ＰＲ とは何か戸惑ったり

思うように自分を表現できなかったり、自分

の長所を見つけられなかったりすることだっ

た。ふだん、自分のことを知っているようで

実はなんとなくでしか自分のことが分かって

いないことが分かった。
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(11) 質問作り

① 共通の質問は４つ

班テーマや テーマMy

にもとづいて、当日、事

業所の方の「お話」のあ

と、質問の時間をいただ

いて、１０～１２程度の

質問をする。

今年度も 「学年共通、

のテーマ」として、３つ

の質問を決めたので、こ

れを班の質問の中に入れ

る。

⑩「なぜ働くのです

か？収入のため（生活）

以外の理由を教えてくだ

さい 」。

⑪「職業を選択された

ときに、どのようなこと

を考えて選択されました

か 」。

⑫仕事をしていてよか

ったなと思うときは、ど

んなとき？

の３つの質問が「学年

共通テーマ班」から、各

班へ下ろされた質問であ

る 「働く意義とは？」。

の学年共通テーマに基づ

くものである。

また、⑨「プロとして、大切にしている『ひと言』は何ですか？」という質問は 「プロのひと言班」から、

下ろされた質問である。

、 。 、 、 、以上⑨～⑫の４つの質問は どの班も共通の質問となった 班長全体会の分科会が 今後 これらをまとめ

どのように、学年集会あるいは全校の集会で発表するかが、大変楽しみである。

正直な話、最初に班長全員５０名を家庭科室に集合させ、今後の予定を説明したときは、多くの班長はいや

いやな感じがしていた 「なぜ自分が班長？」と聞かれて 「コンピュータが選んだ」とか「これまでの実績。 、

を買われて」と言われても、納得はしなかったと思う。

それが、班長による分科会を開いて、活動させると 「楽しそう 「これからどうなっていくのか？」と少、 」

しずつではあるが、活動に身が入ってきたように感じる。

② 残りの質問は、班のテーマを追求する質問

このヨシヅヤの班テーマは 「地域に愛される売り場作り」である。名古屋のベッドタウンとして、金魚、

池や田畑をつぶして宅地化がどんどん進んでいる。お年寄りは農作業、若い人たちは都会へと二極化がま

すます進んでいる。そんな中で地域密着型の商品小売業の一つがヨシヅヤである 「仕入れ 「安売り 「広。 」 」

告」といったキーワードをもとに、ヨシヅヤの販売戦略に少しでも触れたらと思っている。


